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１．当中間期の業績（２００５年３月１日～２００５年８月３１日） 

(１) 経営成績                                                         金額表示：百万円未満切捨 

 総売上高 (前中間期増減率) 営業利益 (前中間期増減率) 経常利益 (前中間期増減率)

当中間期 232,681 (＋ 0.2％)  9,449 (△ 0.3％)    7,982  (△  3.0％)

前中間期 232,127 (△11.9％)  9,481 (＋ 7.6％) 8,228  (＋ 34.1％)

05 年 2 月期 472,968  19,518  17,102  

 

 中間純利益 (前中間期増減率)

総 売 上 高

営業利益率

総 売 上 高 

経常利益率 

当中間期 7,959 (＋36.6％) 4.1％ 3.4％ 

前中間期 5,826 (△97.4％) 4.1％ 3.5％ 

05 年 2 月期   6,034  4.1％ 3.6％ 

 

(２) 配当状況 

 １株当たり １株当たり 

 中間配当金 年間配当金 
 円   銭 円   銭

当中間期 － － 

前中間期 － － 

05 年 2 月期 － － 

 

(３) 財政状態 

 総資産 株主資本 株主資本比率 1 株当たり株主資本

当中間期 337,927 百万円     30,612 百万円         9.1％      168 円 08 銭 

前中間期 348,620 百万円     17,923 百万円         5.1％    △  240 円 62 銭 

05 年 2 月期 338,879 百万円    18,736 百万円         5.5％      102 円 87 銭 
期末発行済株式数 当中間期  ：普通株式 182,131,384 株   

前中間期  ：普通株式 132,359,384 株  優先株式   49,772,000 株 

05 年 2 月期：普通株式 182,131,384 株 

※１株当たり株主資本＝（当期末株主資本－当期末発行済優先株式数×発行価額）÷当期末発行済普通株式数 

 

２．２００６年２月期通期の業績予想（２００５年３月１日～２００６年２月２８日） 

総売上高 営業利益 経常利益 

473,000 百万円 19,500 百万円 15,900 百万円 

― ― １



３．経営成績及び財政状態 
 

（１） 経営成績 

 

当中間期の成績につきましては、以下の通りとなりました。 

 

・ 総売上高 2,326 億円 前年差＋5 億円の増収。 

内訳は、店舗事業＋48 億円（うち本金西武合併影響＋40 億円）、法人外商事業△43 億円。 

なお、当中間期の総売上高増減率は＋0.2％（店舗事業＋2.3％、法人外商△20.8％）です。 

・ 営業利益 94 億円 前年差△0.3 億円。 

内訳は、営業総利益（＋3.7 億円）、販売管理費（＋4.0 億円）で、前年微減となりました。 

また、総売上高営業利益率は、4.1％（前年差±0.0％）となっております。 

・ 経常利益 79 億円 前年差△2 億円。 

・ 特別利益 2 億円 前年差＋1 億円。 

主な内訳は、固定資産売却益です。 

・ 特別損失 2 億円 前年差△22 億円。 

主な内訳は、固定資産の除却･撤去損等です。 

・ 当期純利益 79 億円 前年差＋21 億円。 

      

 

（２）財政状態 

 

  当期の財政状態につきましては、以下の通りとなりました。 

 

・ 総資産 3,379 億円 05 年 2 月期差△9 億円。 

主な増減の内訳は、設備支払により現預金が△63 億円と減少した一方、投資有価証券の期末時

価上昇による＋60 億円となっております。 

・ 総負債 3,073 億円 05 年 2 月期差△128 億円。 

主な増減の内訳は、設備支払等による未払金△90 億円、借入金リファイナンス及び約定返済に

よる長短借入金△86 億円となっております。 

・ 自己資本 306 億円 05 年 2 月期差＋118 億円。 

 

   ＜自己資本額の推移＞ 
04 年 8 月期 05 年 2 月期 05 年 8 月期 

        179 億円 187 億円 306 億円 

 

 

 

※ 03 年 2 月から私的整理ガイドラインに基づく再建計画に取り組んでまいりましたが、04 年 8 月中間

期で債務超過を解消、05 年 2 月期で累損を一掃した後、05 年 3 月にシンジケートローン等の新規調達

により借入金の借換えを実施し、1 年前倒しで再建計画を終了いたしました。 

― ― ２



 

（３）2005 年度下期に対処すべき課題 

05 年下期につきましては、そごう心斎橋本店をミレニアムリテイリンググループの総力を挙げて成

功させていくとともに、継続的な課題として「仕事の仕方の変革」と「営業力の強化」について取り

組んで参ります。顧客からの発想、現場からの発想を重視し、全社員・全組織が各々の役割を演じ、

「現場の力を最大限に持ち上げていく」ことに全力を挙げて参ります。 

 
 

・グループとしての取り組み 
① そごう心斎橋本店開店を契機とした関西エリア戦略の強化 
② 適正要員配置計画の着地による営業力の強化 
③ パーソナルマーケティングとお得意様部門の推進強化 
④ 機能再編による商品調達力の強化とシニア・マチュアマーケットへの対応強化 
⑤ 複合商業施設化にむけたテナント部門の更なる強化 

    
 

・当社としての取り組み 
１） パーソナルマーケティング・お得意様部門の更なる強化 

・継続してのパーソナルマーケティング推進と店幹部・セールスの仕事の仕方の変革 
 

２） 営業力の強化を支える要員構造の改革 
・顧客満足度向上に向けた販売体制づくり（繁閑に対応した適正要員配置） 

 
３） お客様に支持される企業としての CS 活動の強化 

・心地よい売場づくりの推進と力強い販売員の育成 
 

４） 複合商業施設化を目指したテナント営業の更なる強化 
・SC 型店舗でのノウハウの共有化と「オーロラモール」運営体制の確立 

 
５） 商品力及び西武らしさを出す営業企画力の強化 

・シニアマチュア層に支持される商品調達力及び地域特性に対応した企画開発力の向上 
 

  
ミレニアムリテイリンググループとして、㈱そごうをはじめとするグループ会社とのシナジー経営を活か

し、企業価値の向上を図ってまいります。 

― ― ３



 

比較貸借対照表 

（単位：百万円） 

 

 

前中間事業年度 

（04.8.31） 

当中間事業年度 

（05.8.31） 

前事業年度 

（05.2.28） 

（資 産 の 部）  

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 上 債 権

棚 卸 資 産

短 期 貸 付 金

未 収 入 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

７０，３２０ 

２２，１５８ 

１２，８５６ 

１４，４５２ 

６，０１３ 

７，５９３ 

 ７，２８５ 

△３９ 

６９，９４７  

１７，７４２  

１１，３２９  

１３，１１５  

４２  

２２，４１３  

５，３４７  

△４３  

７７，６９０ 

   ２４，０９２ 

１１，９０８ 

１３，７４５ 

   ０ 

 ５，２６６ 

 ２２，６８１ 

△３ 

 

固 定 資 産 ２７８，２９９ 

 

２６７，９８０  ２６１，１８９ 

有 形 固 定 資 産

建 物 等

土 地

１４０，８２６ 

５８，７４２ 

８２，０８３ 

１４２，１３２  

６１，１３９  

８０，９９２  

１４２，１２７ 

６０，５４２ 

８１，５８５ 

無 形 固 定 資 産 ３，８３３ ３，１３０  ３，６５３ 

投 資 等

投 資 有 価 証 券

長 期 貸 付 金

敷 金 ・保証金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

１３３，６４０ 

６１，９８３ 

１，９８９ 

４３，１４２ 

２７，３５６ 

△８３１ 

１２２，７１７  

７７，０３６  

１，９３６  

４１，２７４  

３，１６６  

△６９７  

 

１１５，４０７ 

６２，５６７ 

１，９６２ 

４０，１６６ 

 １１，４３８ 

△７２７ 

  

資 産 合 計 ３４８，６２０ ３３７，９２７  ３３８，８７９ 

― ― ４



 
 

（単位：百万円） 

 

 

前中間事業年度 

（04.8.31） 

当中間事業年度 

（05.8.31） 

前事業年度 

（05.2.28） 

（負 債 の 部）  

流 動 負 債

買 入 債 務

短 期 借 入 金

未 払 金

商 品 券

企業再生損失引当金

顧客還付費引当金

そ の 他  

１９９，３８５ 

２６，５５３ 

８７，７１２ 

２１，７６６ 

１０，８０３ 

２７，００９ 

０ 

２５，５３９ 

１８９，７４５  

２３，１５０  

 ９３，０００  

２０，５２８  

１０，４０８  

１４，１６６  

３，５５１  

２４，９３９  

１８９，６０７ 

２３，９４５ 

８５，９１４ 

２９，５８７ 

１０，４７８ 

１５，６２６ 

４，２２３ 

１９，８３１ 

 

固 定 負 債

長 期 借 入 金

退職給付引当金

そ の 他

１３１，３１１ 

９６，６０３ 

１８，５０９ 

１６，１９８ 

 

１１７，５６９  

８０，５００  

１７，７７２  

１９，２９６  

１３０，５３５ 

９６，２２８ 

１８，１３８ 

１６，１６８ 

 

負 債 合 計 ３３０，６９６ ３０７，３１５  ３２０，１４２ 

（資 本 の 部）  

資 本 金 ３７，８４８ １，０００  １，０００ 

資 本 剰 余 金 ３７，３８６ １，５２９  １，５２９ 

利 益 剰 余 金 △６６，８７９ １３，３６８  ６，０３４ 

（うち当期純利益） （５，８２６） （７，９５９） （６，０３４）

評 価 差 額 金 ９，５６７ １４，７１４  １０，１７２ 

  

資 本 合 計 １７，９２３ ３０，６１２  １８，７３６ 

合      計 ３４８，６２０ ３３７，９２７  ３３８，８７９ 

― ― ５
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比較損益計算書 

（単位：百万円） 

 

 

前中間事業年度 

（04.3.1～04.8.31）

当中間事業年度 

（05.3.1～05.8.31）

前事業年度 

（04.3.1～05.2.28） 

総 売 上 高

そ の 営 業 収 入

２３２，１２７ 

３，６８１ 

２３２，６８１ 

 ３，４２７ 

４７２，９６８ 

７，２１４ 

営 業 収 益 計 ２３５，８０８ ２３６，１０８ ４８０，１８２ 

売 上 原 価 １７６，２４０ １７６，１６６ ３５９，２６１ 

販売費及び一般管理費 ５０，０８６ ５０，４９２ １０１，４０２ 

営 業 費 用 計 ２２６，３２６ ２２６，６５８ ４６０，６６４ 

営 業 利 益 ９，４８１ ９，４４９ １９，５１８ 

受 取 利 息 ・ 配 当 金 ４１７ ３８５ ５２４ 

そ の 他 の 営 業 外 収 益 １，２５４ １，１２８ ２，７４０ 

営 業 外 収 益 １，６７１ １，５１４ ３，２６５ 

支 払 利 息 ２，３１７ ２，０２７ ４，２５１ 

そ の 他 の 営 業 外 費 用   ６０８   ９５４ １，４３０ 

営 業 外 費 用 ２，９２５ ２，９８１ ５，６８１ 

経 常 利 益 ８，２２８ ７，９８２ １７，１０２ 

特 別 利 益 １０４ ２３６ １２９ 

特 別 損 失 ２，４７０ ２２４ １１，１６２ 

税 引 前 当 期 純 利 益 ５，８６２ ７，９９５ ６，０６９ 

法人税、住民税及び事業税  ３６  ３６ ７１ 

過年度法人税､住民税及び事業税戻入 ０ ０ △３５ 

当 期 純 利 益 ５，８２６ ７，９５９ ６，０３４ 

 

 

 


